
中央区朝堂院の調査
第367 ・ 376次

図109　第367・376次調査位置図
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堆積物を採取し、花粉および珪藻の分析調査を環境考古

研究会・奈良教育大学古文化財科学研究室に委託して実

施した。

　　　　　　　　　２　基本層序

　調査区の現地形は北から南へ緩やかに下降傾斜し、中

央には南北に水路が流れる。調査区の基本層序は上か

ら、整備盛土（10～20cm)、|日耕土（10～20cm)、床土（10～

20cih)となり、この下に小石敷（3～10cm)が存在すること

を確認した。

　小石敷は地表面から浅いため一部耕作等により影響を

受けるものの、中央水路より東側では全域で、西側では

東半部においてよく遺存していた。この小石敷を除去し

た面で、奈良時代およびそれ以前の遺構を検出し、調査

区中央に尾根状に張り出す蝶混茶色土（地山）と東南側

に向かって堆積する暗灰褐色土（古墳時代の遺物包含層）を

確認した。調査区南では、暗灰褐色土上面に明灰色土

　（整地土）を一部確認し、調査区東半では古墳時代の流路

を検出した。一方、中央水路の西側西半部の小石敷は耕

作等により大きく影響を受け、床土直下の灰白色土上面

で奈良時代の遺構を検出した。遺構検出面の標高は調査

区中央北で最も高く約67.1m、南東隅で最も低く約66.4

mである。

図110　第376次調査区全景（北から）

　　　　　　　　　１　はじめに

　今回の調査は、中央区朝堂院の中央を占める朝庭部分

についての初の本格的な調査である。調査区は、朝庭中

央の北方に位置する。

　第367次では中央区朝堂院の中軸線上に配された掘立

柱建物群と区画施設とみられる溝や門を検出した。とり

わけ東妻の柱列を揃えた２棟の東西棟建物の配置は、東

区朝堂院の朝庭で確認した大嘗宮遺構（第161 ･ 163 ･ 169

次調査）の一郭に酷似し、中央区朝堂院の朝庭においても

天皇即位に伴い大嘗祭を営んでいた可能性が高いことを

初めて明らかにした。このため第376次ではこの南側に

調査区を設定し、引き続き大嘗宮遺構東半部の全面的調

査を実施した。

　なお、第367次・376次の両調査区（以下調査区）では下

ツ道をはじめとする宮造営以前の遺構も検出した。

　第367次の調査面積は、約1､900�、調査期間は2004年

１月５日から３月31日。第376次の調査面積は、第367次

調査区のうち360�を重複させた約1､700�、調査期間は

2004年10月５日から12月24日である。

　第367次では、検出した遺構のうち、溝の一部について
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図111　第367・376次調査遺構平面図　1 : 400
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　　　　　　　　　３　検出遺構

　　平城宮造営以前の遺構

SD18620　調査区中央で確認した古墳時代の流路。灰色

砂の埋土から古墳時代の土師器が出土した。

SD8373 ・8380・8385　調査区東半で検出した３条の東西

溝。東隣の第97次で確認した平城宮造営以前の溝と一連

とみられる。 SD8373は約23m､SD8380は途中削平がある

ものの約27m、SD8385は約12mを確認した。

SD1860　下ツ道東側溝。幅1.0～1.9m、検出面からの深

さは約20cmで、調査区南端では削平され確認できなかっ

た。溝埋土（暗灰色砂）の分析によると、花粉、珪藻の密

度は非常に低いことが判明した。常時は乾燥し、降雨時

に排水する程度の溝であったことが推定される。

SD1900　下ツ道西側溝。幅1.5～2.0m、検出面からの深

さは南端で約90cmである。下ツ道両側溝の心々間距離

は、20.1～22.4mを測る。溝底部は場所により15cm程の

高低差があり、溝埋土から宮造営以前の土師器、須恵器

が出土した。溝下部の埋土からは100個/ml以下の密度で

寄生虫卵が検出された。このことより、溝に生活汚水が

流入していたことを推定できる。

　　奈良時代の遺構

　第367次では、検出した掘立柱建物４棟、掘立柱門１

棟および溝１条の配置が、東区朝堂院の朝庭で確認した

大嘗宮東北部に酷似することから、これらを大嘗宮遺構

に推定した。

　第376次では引き続き掘立柱建物や掘立柱門を検出し

た。さらにこれらを取り囲む柱列を確認できたことによ

り、大嘗宮遺構が中央区朝堂院の朝庭にも存在すること

を確定し、大嘗宮の東半部を構成する悠紀院の全貌が明

らかになった。

　一方、大嘗宮遺構との重複関係から、この大嘗宮以後

の掘立柱建物、掘立柱塀、溝および土坑を検出した。こ

のため、大嘗宮の遺構とそれ以外の遺構にわけて解説を

おこなう。

　　大嘗宮の遺構

　大嘗宮の規模および構造は、平安時代の『儀式』、『延

喜式』等により復元できる（図112)。これらによれば、大

嘗宮は東西107尺、南北150尺の規模を持つ、東半部の悠

紀院と西半部の主基院から構成される。四周は柴垣によ
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り取り囲まれ、それぞれに一門を設ける。両院内部をさ

らに南北に区画し、北の区画に臼屋、膳屋、南の区画に

正殿、御厠を配する構造を持ち、大嘗宮の北側には廻立

殿が位置することが知られている。このため検出した遺

構を大嘗宮構成施設に比定でき、ここでは対応する名称

を併記することとする。なお１尺は0. 296mとする。

SB18630　臼屋。桁行３間、梁行２間の東西棟建物。桁行

柱間約1.6m (5.5尺）、梁行柱間は約1.3m (4.5尺）である。

妻の柱と側柱の掘形の一辺は約70cmと約60cmで、検出面

からの深さは約30cmと約55cmである。

SB18631　北門。調査区では西側の柱穴１基のみを確認

した。中央区朝堂院の中軸で折り返すと柱間は約4.0m

　(13.5尺）で、大嘗宮北面に開く東西１間の門となる。

SA18632 ・18633　大嘗宮北面柴垣。東西の溝状掘形と溝

底部から小柱穴を検出した。柱は臼屋SB18630の北約3.0

m（10尺）の位置に柱間約3.0m（10尺）で立ち並び、北門

SB18631と連なって大嘗宮の北面を区画する。朝堂院中

軸線から東北隅までは約31.2m (105尺）である。

SA18634 ・18642　悠紀院東面柴垣。 SA18634は南北に小

穴が並び、北端で北面柴垣SA18633に取り付き、大嘗宮

東北隅をなす。 SA18642は、東門SB18641の南側へ約3.0

m（10尺）の間隔で並ぶ南北柱列。この柱列の北側にそれ

ぞれ0.3～1.1m離れる位置にも南北の柱列がある。この

柱穴では掘形のみ確認でき、柱を抜き取った痕跡は認め

られなかった。 SA18642の柱穴との重複関係からSA

18642よりも新しい。

f" ―― ― ― ― "" ― ― ""㎜皿皿㎜－㎜㎜㎜皿¶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wa㎜｡｡

口］

殲立殿

斑幔|

悠紀院

－
‐
－
‐

150尺

リ帚
1コ 11

　　　　　帛門

　　　　　トー－』2ヱ2L一一l

図112「儀式」による大書宮の建物配置
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検出面からの深さは約80cmである。掘形及び抜取埋土か

ら遺物は出土しなかった。

SB18641　東門。臼屋SB18630、膳屋SB18635の東妻の柱

列から東側へ約5.8m (20尺）に位置する柱間約3.0m（10

尺）の南北１間の門。東面柴垣SA18634 ・SA18642より

やや東に位置する。抜取埋土の瓦及び凝灰岩は小石敷

SX18650に露出していた。

SA18643　臼屋、膳屋区画中垣。膳屋SB18635の南約5.8

m（20尺）の位置の東西柱列。柱間は約3.0m (10尺）で、

東端は東門SB18641の南約1. 61nの位置で束面柴垣SA

18642に取り付く。西端は西面中垣SA18639に取り付き、

悠紀院北側区画の西南隅をなす。

SB18644　南門。調査区では東側の柱穴を検出した。中

央区朝堂院の中軸で折り返すと柱間は約3.6m (12尺）と

なり、大嘗宮南面に開く東西１間の棟門と推定でき、北

図114　悠紀院正殿SB18640 (北から）

n卜１　平城宮の調査
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SB18635　膳屋。臼屋SB18630の南約3.0m（10尺バこ東妻

の柱列を揃える桁行５間、梁行２間、柱間2,4m (8尺）の

東西棟建物。西２間と東３間をわける位置に一対の間仕

切柱がある。側柱列からそれぞれ約1.5m (5尺）内側に

位置し、仕切られた西２間は「盛所」に比定できる。南

側柱の断面観察の結果、柱掘形、抜取埋土に軒平瓦が多

数含まれる状況を確認できた（図113)。後述の小石敷sx

18650の薄い箇所では抜取埋土に含まれる瓦が露出する

が、柱穴上面は総じて小石敷が覆うことから、柱穴は小

石敷上より掘り込まれ、柱抜取後に再び小石で覆われた

と考えることができる。

SB18636　膳屋（主基院）。調査区内で柱穴２基を検出

し、柱穴上部は削平されていた。この位置は前述の悠紀

院膳屋SB18635の北側柱列を朝堂院中軸線で折り返した

場所と一致することから、悠紀院膳屋と同様に桁行５

間、梁行２間の東西棟建物に推定できる。

SB! 8637　小門。柱間3.0m (10尺）の南北１間の門。南の

柱位置を膳屋SB18635の北側柱列に揃え、西妻の柱列か

ら西へ約5.5m (18.5尺）離れて配される。柱穴を結んだ

南北方向はやや西に振れる。

SA18638 ・18639　悠紀院西面中垣。柱間は不揃いである

が、小柱穴が南北に並び、小門SB18637のやや西に取り

付く。北端で北面柴垣SA18633、南端で後述の臼屋、膳

屋区画中垣SA18643に取り付き、悠紀院の西面の中垣を

なす。

SB18640　正殿。桁行５間、梁行２間、柱間約2.4m (8

尺）の南北棟建物。東側柱列を膳屋SB18635の西妻の柱

列と揃え、南妻の柱列を後述の御厠SB18645の北側柱列

と揃える位置に配される。北３間と南２間をわける位置

に一対の間仕切柱を検出した。側柱列からそれぞれ約

1.5m (5尺）内側に位置し、仕切られた北３間は「室」、

南２間は「堂」に比定できる。柱穴の一辺は約80～90ciD、

図113　膳屋SB18635　南側柱東から３～５番目柱穴平面図・断面図　1:40
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　　　図115　正殿SB18640とSB18861の柱穴重複関係　1:40

門SB 18631より小規模である。柱穴の一辺は約60cm、検

出面からの深さは約60cmで、柱穴埋土には瓦や凝灰岩を

多数含む。

SB18645　御厠。南北１間、東西１間で柱間はそれぞれ

約3.0m（10尺）、約2.4m (8尺）である。北側柱列を正殿

SB18640の南妻の柱列に、西側柱列を臼屋SB18630､膳屋

SB18635の東妻の柱列に揃えて位置する。東区朝堂院の

朝庭で確認したものとは異なり、南北に柱間が広くなる

ように配される。柱穴埋土には瓦や碑を含む。

SA18646　悠紀院南面柴垣。約3.0m（10尺）の間隔で並

び、西に向かってやや南に振れ、西端で南門SB18644に

取り付く。東端では東面柴垣SA18642と連なり大嘗宮東

南隅をなす。

SA18647　御厠SB18645西側柱から西へ約3.9m (10尺）に

位置する南北柱列。南北３間分を検出し、正殿と御厠を

隔てる目隠塀に推定できる。中央部の柱間は約3.2m

　（10.8尺）で外側約2.1m (7尺）に比べて広いことから、

垣を設けず開いていた可能性がある。

　　大嘗宮以外の遺構

SX18650　厚さ3～10cmで調査区に全体に広がる小石

敷。床土および小石敷の直上では中世の瓦器および宋銭

が出土する。しかし、小石敷を除去した面で検出できる

のは、奈良時代およびそれ以前の遺構に限られる。この

ことから、この小石敷は朝堂院朝庭部の舗装に由来する

ものと考える。調査区では記録作成後、一部を残して除

去した。

SD10400　幅約20～30cin、深さ約10cmの南北溝で、溝埋

土から奈良時代の遺物が出土した。第136 ・140次で確認

した溝の延長部分とみられる。

　　時期不明の遺構

SB18660　中央水路によって未確認の柱穴があるが、桁

行５間、梁行４間、柱間約2. 7m (9尺）の掘立柱建物を検

出した。建物範囲は調査区北側へさらに延びる可能性が

ある。柱穴の掘形の一辺は約1.0m、検出面からの深さは

0.8～1.0mである。この建物は中央区朝堂院の中軸上

で、今回確認した大嘗宮遺構群の北側に位置することか

ら、廻立殿と考えることもできる。

SB18661　桁行２間を検出した。中央区朝堂院の中軸で

折り返すと全体で、桁行７間、梁行４間、柱間約2.4m

90 奈文研紀要　2005
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図117　SB18661とSX18662 (北から）

　　　　図116　SB18861とSX18662の柱穴重複関係　1:40

　(8尺)の南北両庇付東西棟建物に推定できる。柱穴の掘

形の一辺は約1.0m、検出面からの深さは約80cmである。

東妻中央の柱と身舎東南隅の柱が、正殿SB18640の西側

柱と重複し(図115)、それより新しい。

SX18662　中央区朝堂院の中軸上に位置し、東西および

南北に柱を揃えて配される柱穴群。南北方向に４列、東

西方向に３列の計12基を検出した。東西の柱間は西から

約2 Amと約1. 5m、南北は北から約2.0m、残り２間は約

1,5mである。最も北側の東西柱列以外は抜取埋土が全

て黄色土であった。また北から２列目、西から２番目の

柱穴はSB18661の柱掘形と重複し、SB18661より後のも

のと確認できた(図116)。このため北側の柱列以外からな

る東西棟建物が存在する可能性がある。一方、SX18662

の南北方向の柱列のうち、西側２列はそれぞれSB18661

の梁行と揃うことから、SB18661の床を支える床束にな

る可能性もある。いずれにしても建物全体の規模を確認

し、検討する必要がある。

SB18663　桁行２間を検出し、中央区朝堂院の中軸で折

り返すと桁行７間、梁行２間、柱間約2.4m (8尺)の東西

棟建物に推定できる。 SB 18661の南約6.0m(20尺)に東妻

の柱列を揃えて配される。柱穴の掘形の一辺は約60cm、

検出面からの深さは約40cmである。

SB18664　桁行９間、梁行２間、柱間約2,2m (8.5尺)の

南北棟建物。北妻の柱列をSB18661の北側柱列に、南妻

の柱列をSB18663の南側柱列に揃え、これらの東妻の柱

列から東へ約9,0m (30尺)に位置する。柱掘形の一辺は

約80cm、検出面からの深さは約40cmである。
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SA18665　柱間約3.0m (10尺)で立ち並ぶ東西柱列。調査

区内で、約30m分を確認し、東端は後述のS A18666に取

り付き、西端は調査区外に延びる可能性がある。柱掘形

の一辺は約30cm、検出面からの深さは約40cmである。こ

の柱列は朝堂第一堂の北妻に揃え、朝堂の位置を基準に

計画した可能性がある。

SA18666　柱間約3. Om (10尺)で並ぶ南北柱列。南北とも

に調査区外へと延びる可能性がある。 SA18665とあわせ

てSB 18661、SB18663、SB18664の区画施設となる可能性

がある。

SKI 8667　調査区南にひろがる明灰色土(整地土)上より

掘りこまれた大土坑。正殿SB18640の東西幅内に収ま

り、この南２間以南に広がる。上面は小石敷SX18650に

覆われ、上から暗灰色土、炭を多く含んだ黄灰色土とな

り、下層では灰色細砂が堆積していた。この土坑は正殿

SB 18640南妻中央の柱穴上部を削平し(図118)、正殿より

新しいとわかる。暗灰色土からは奈良時代後半の土師器

が出土し、灰色細砂から板片や加工痕跡が残る木片が出

土した。大嘗宮解体に伴う廃棄土坑の可能性がある。

SD18652 ・SD9183　南北溝SD9183は、下ツ道東側溝SD

1860の東に位置し、これに調査区北方で東西溝SD18652

が接続する。幅1.2～1, 5m、検出面からの深さは20cmで

ある。膳屋SB18635の西妻の柱列、正殿SB18640の東側柱

列の柱穴をSD9183の溝底部で検出し、大嘗宮遺構より

も新しい。溝埋土の分析では花粉および珪藻の密度は非

常に低いことが判明し、降雨時に排水する程度であった

と推定できる。　　　　　　　　　　　　　　(清永洋平)

図119　正殿SB18640南妻中央の柱とSK186B7 (北東から）
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　　　　　　図120　第367･376次出土土器　1:4

　　　　　　　　　　4　出土遺物

土　器　第367 ・376次ではコンテナ32箱分の土器が出土

したが、須恵器・土師器ともに細片が多い。以下、下ツ

道西側溝SD1900 (367次）と、大嘗宮以降の大土坑SK

18667 (376次）から出土した土器について述べる。

　１・２はsD1900出土の土器。１は須恵器杯Bn- lo口

径18.6cm､器高8.3cmを測る。口縁部から底部にかけては

やや丸みを帯び、底部外面にはロクロケズリを施す。２

は土師器甕。内外面にハケ目調整を施したのち、口縁部

外面をナデて仕上げる。色調は灰褐色。ともに平城宮Ｉ

　（宮造営直前）に属する。

　３～５はSK18667出土の土器。３は土師器椀Ａｎ。口

径12,4cmを測る。この器形の特徴である外面のヘラミガ

キ痕は器面の剥落で観察できず、ヘラケズリ痕をわずか

に残すのみである。４は土師器杯ＡＩ。明褐色を呈する

第ｎ群土器で、口径16.0cm、器高4,2cmを測る。３と同様

に器面の剥落が目立つものの、ヘラミガキ痕を一部にと

どめる。５は土師器甕。体部外面と口縁部内面にハケ目

を残す。３～５はいずれも平城宮IV～Ｖに属しており、

SK18667の宮廃絶以前の埋め立てを示す。　（森川　実）

瓦碕類　第367、376次では、軒丸瓦33点、軒平瓦52点、鬼

瓦１点、面戸瓦７点、挺斗瓦15点、丸瓦、平瓦、碑、凝

灰岩などが出土した。今回の調査区では、特に大嘗宮関

係の建物の柱穴から集中的に瓦匍類が出土した。このう

ち軒瓦を時期別にみると平城宮瓦編年I～IV期にまたが

っている。この中で最も新しいのは曲線顎ｎの特徴をも
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つ6732AでⅣ－１期、すなわち天平宝字１年(757)から

神護景雲１年(767)に生産された軒平瓦である。したが

ってこの建物群には、この瓦が生産されて以後の年代を

与えなければならない。

　正殿SB 18640、北門SB18631、小門SB18637を除く大嘗

宮関係建物の柱穴からは多数の瓦縛類が出土した。接合

状況は掘形と抜取穴出土の資料が接合し、また確実に掘

形内に据えた資料があることから、本来は掘形で用いる

ために運ばれた瓦とみなすべきである。

　たとえば膳屋SB18635の柱穴では柱を取り巻くように

瓦を据えた痕跡をとどめていた（図121)。その本来の目的

は柱を堅牢に固定することにあったのであろう。瓦の残

存率を、完掘したこの柱穴、すなわち膳屋南側柱東から

３番目の柱穴でみると、軒瓦が６点出土している。この

うち４点が７割以上遺存しており、内訳は6732Aが３

点､6721Cが１点、これに小片となった軒瓦や丸､平瓦が

ともなっていた（図122)。また異なった柱穴相互で瓦が

接合する。この他の柱穴に同一個体の破片を包含する事

実を重視し、さきの事実を組み合わせ、完形品かこれに

近い瓦碑類、中でも7kg前後もある軒平瓦などを倉庫な

どで積極的に選びだして、これを大嘗宮建設現場に運び

込み、そのままか打ち欠くなどして大嘗宮の柱を固定す

るのに用いたと推定する。　　　　　　　　　（深潭芳樹）

木製品　大土坑SK18667の黄褐色粘土層と灰色細砂層か

ら小コンテナ10箱分程度の木製品が出土。いずれも木材

加工時に生じた木端で、大きさは長さ30cm、幅7cm程度

の棒状品から径1cm程度の削り屑まで様々。樹種はヒノ

図121　膳屋SB18635南側柱東から３番目柱穴（南西から）
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表17　第367 ・376次出土瓦祷類集計表

型式
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　　6313
　　古代
　　平安巴
　　　巴
　型式不明
軒　丸　瓦

重量
点数
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Ａ
Ｂ
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Ｂ
Ｄ
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　　　6732

　　　6763
　　型式不明

軒　平　瓦　計

　平瓦
375.9㎏
　5453
　　道具瓦

碕他
-
7.1kg

　8

種
一
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｃ
ｈ
Ａ
Ａ

凝灰岩
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Ｏ
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　1
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キが多く、スギが少量である。

金属製品・鋳造関係品　床土および小石敷SX18650直上

から17点の銭貨が出土した。銭種はすべて中国銭であ

る。銭種は太平通賓（北宋、976年初鋳）から紹煕元賓（南

宋、1190年初鋳）までみられる。銭貨以外は鉄釘５点、鑓

１点、銅金具２点が出土した。鉄釘１点はSD1900（下ッ

道西側溝）出土。長さ17.1cmをはかる完形品。鋳造関係品

は羽口片２点、鉄滓１点が出土した。

石器　弥生時代の石器10点が出土した。打製石鏃１

点、石錐１点、石核１点、剥片７点。石材はいずれも二

上山産サヌカイト。　　　　　　　　　　　　（豊島直博）

こ
・

図122　膳屋SB18635南側柱東から３番目柱穴出土瓦



　　　　５　大嘗宮の構造と天皇の比定

　　大嘗宮の天皇比定

　今回確認した大嘗宮は、称徳天皇即位にかかわる遺構

と結論できる。以下にその根拠を述べる。まず、柱穴内

より出土した瓦の年代から、今回の遺構は天平宝字年間

以降であり、奈良時代後半のものと考えることができ

る。よって､淳仁以降４代の天皇が該当することになる。

　このうち、光仁天皇と桓武天皇は太政官院で大嘗祭を

おこなったことが知られ、遺構の重複関係や出土遺物の

年代観から、東区朝堂院で確認しているＢ期とＣ期の大

嘗宮にそれぞれ当てることができる。また、淳仁天皇の

大嘗祭は『続日本紀』によると乾政官院でおこなわれた

ことが知られる。乾政官は太政官の藤原仲麻呂政権下に

おける唐風美称であるから乾政官院と太政官院は同一の

施設であって、淳仁天皇の大嘗宮が光仁天皇や桓武天皇

と同じ東区朝堂院に所在することは明白である。

　したがって今回検出した大嘗宮は、奈良時代後半の大

嘗祭のうち唯一場所の明記のない天平神護１年(765)の

称徳天皇のものであることが明らかになる。

　今回の中央区における称徳天皇の大嘗宮の発見によっ

て、東区朝堂院に存在する５時期の大嘗宮について、宮

外に想定される南薬園新宮で大嘗祭を営んだことが『続

日本紀』に見える孝謙天皇以外の、元正・聖武・淳仁・

光仁・桓武の各天皇のものであるとの推定（上野邦一「平

城宮の大嘗宮再考」『建築史学』19､1993年）が実証されたこと

になる。

　こうして平城宮内で大嘗祭をおこなった６代の天皇の

大嘗宮が確定し、奈良時代の大嘗宮の詳細な変遷を考え

ることが可能となった。　　　　　　　　　　（金田明大）

表18　奈良時代の大害祭

年　月　日 天皇 悠紀国 主基国 史　　　　料
　史料出典

(『続日本紀』)
推定位置

①
716年11月19日

　(霊亀２)
元正 遠江 但馬

辛卯、大嘗す。親王已下、及び百官人らに禄を賜うこと

差あり。由機の遠江・須機の但馬国の郡司二人に位一階

を進む。

霊亀２年11月

辛卯条

東区朝堂院朝庭

　(01期)

②
724年11月23日

　（神亀１）
聖武 備前 播磨

己卯、大嘗す。備前国を由機とし、播磨国を須機とす。

従五位下石上朝臣勝男・石上朝臣乙麻呂、従六位上石上

朝臣諸男、従七位上榎井朝臣大嶋ら、内の物部を率いて、

神楯を斎宮の南北二門に立つ。

神亀元年11月

己卯条

東区朝堂院朝庭

　(02期)

③
749年11月25日

　（天平勝宝１）
孝謙 因幡 美濃

乙卯、南薬園新宮において大嘗す。因幡をもって由機国

とし、美濃を須岐国とす。

天平勝宝元年

11月乙卯条
南薬園新宮

④
758年11月23日

　（天平宝字２）
淳仁 丹波 播磨

辛卯、乾政宿院に御して、大賞の事を行う。丹波国を由

機とし、播磨国を須岐とす。

天平宝字２年

11月辛卯条

東区朝堂院朝庭

　(Ａ期)

⑤
765年11月22日力

　（天平神護１）
称徳 美濃 越前

娶酉、是より先、廃帝、既に淡路に遷る。天皇、重ねて

万機に臨む。ここにおいて、更に大言の事を行う。美濃

国をもって由機とし、越前国を須伎とす。〔実際の祭日

は22日己卯か〕

天平神護元年

11月娶酉<16

日〉条

中央区朝堂院朝庭

　【今回】

⑥
771年11月21日

　(宝亀２)
光仁 参河 因幡

契卯、太政官院に御して、大賞の事を行う。参河国を由

機とし、因幡国を須岐とす。参議従三位式部卿石上朝臣

宅嗣・丹波守正五位上石上朝臣息嗣・勅旨少輔従五位上

兼春宮員外亮石上朝臣家成・散位従七位上榎井朝臣種人、

神楯怖を立つ。大和守従四位上火伴宿祢古慈斐・左大弁

従四位上兼播磨守佐伯宿祢今毛人、門を開く。内蔵頭従

四位下阿倍朝臣息道・助従五位下阿倍朝臣草麻呂、諸司

宿侍の名簿を奏す。右大臣火中臣朝臣清麻呂、神寿詞を

奏す。弁官史両国の献物を奏す。右大臣に祐六十疋を賜

う。五位已上に裳人ごとに一領を賜う。

宝亀２年11月

発卯条

東区朝堂院朝庭

　(B期)

⑦
781年11月13日

　（天応１）
桓武 越前 備前

丁卯、太政官院に御して、大書の事を行う。越前国をも

って由機とし、備前を須機とす。両国種種翫好の物を献

る。土風歌舞を庭に奏す。五位已上に禄を賜うこと差あ

り。

天応元年11月

丁卯条

東区朝堂院朝庭

　(C期)
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　　大嘗宮の規模と構造

　今回確認した称徳天皇の大嘗宮悠紀院の規模は、東西

約31.2m (105尺)、南北43.8m (148尺)で、大嘗宮全体で

は東西62.41n(210尺)となる。また、臼屋と膳屋は東妻を

揃えて北側の区画に位置し、正殿と御厠は南側の区画に

位置することから、今回の大嘗宮は東区朝堂院の朝庭で

全貌を確認したＡ期(淳仁天皇)、Ｂ期(光仁天皇)、Ｃ期(桓

武天皇)の大嘗宮とほぼ同一の規模と構造をもつことが

明らかとなった(図123)。

　こうして奈良時代後半の大嘗宮が出揃った結果、『儀

式』の記載からは復原が困難であった建物配置の計画性

を遺構に基づいて推定可能となった。今回の大嘗宮遺構

にはＡ期のものよりも、Ｂ・Ｃ期に共通する特徴を見出せ

る。称徳天皇以降、正殿は大嘗宮の中軸寄りに定めら

れ、これに従うように悠紀院北側の区画も中軸寄りに拡

張される。また北側の区画では東西に門が開き、その位

置は膳屋の側柱列を基準に定められたことを推定でき

る。なお、悠紀院の柴垣はＢ・Ｃ期で確認した柴垣遺構と

同様に杭状に立ち並ぶ柱を支えにして柴を巡らす構造で

あった可能性が高い。

　一方、Ａ～Ｃ期では各建物は側柱列を揃えた位置に展

開することを確認できるが、今回の大嘗宮では全ての建

物において側柱列を揃えるべく、建物の位置を相互に関

連づけた可能性が高い。その距離を正殿の位置から求め

ると、正殿の北妻の柱列と東側柱列は、膳屋南側柱列と

御厠西側柱列から約12. Om (40尺)の位置に揃え、この距

離は正殿の南北長と一致し、とりわけ正殿と密接な関係

を取り結ぶように設定されたことを推定できる。また今

回の大嘗宮北門は第一次大極殿院Ｈ期の南門心から南へ

約148m(500尺)に位置し、大嘗宮そのものも中央区朝堂

院の朝庭の計画的な場所に定められた。

　こうした高い計画性は大嘗宮の建物群からも示唆され

る。今回の大嘗宮建物の柱穴からはＡ～Ｃ期では見られ

なかった多数の瓦蒔が出土した。これらは建物建設時に

使用した可能性が高く、柱を取り巻くように据えられた

状況からは大嘗宮建物の柱据付精度の高さをうかがえ、出

土した瓦の接合状況からは周到な建設過程を推定できる。

　なお、加工痕跡を残す木片が、大嘗祭後の大土坑SK

18667の埋土から多数出土した。大嘗祭終了後の作業工

程に関連する可能性もある。　　　　　　　　　(清永)
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図123　奈良時代後半の大書宮（単位は尺）
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まとめ

　　下ツ道の検出

　７世紀に奈良盆地内の南北交通の要路として存在した

下ツ道は、平城遷都に際して埋め立てられ、朱雀門以南

は朱雀大路に拡幅再整備された、平城京の条坊制の基準

となる道路である。

　宮内では、朱雀門基壇下および周辺の調査（第16 ・17

次）、中央区朝堂院の南門の調査（第119次）で、東西の両

側溝を検出し、第一次大極殿院の調査（第75 ・77次）で東

側溝を確認しており、今回はその間を埋めるものとな

る。一方、西側溝SD1900は本調査区以北では確認されて

おらず、現状では最も北側の状況がわかった。他の調査

で確認したものと同じく、下ツ道東側溝SD1860 ・SD

7787は浅く、西側溝SD1900は深いという傾向に変化は

みられない。今回、SD1900では、少量ながら土器が出土

し、平城遷都直前の土器の様相を考える上で重要な資料

を得ることができた。　　　　　　　　　　　　　（金田）

　　称徳天皇の西宮と中央区朝堂院

　今回、称徳天皇の大嘗宮を確認し、さらに中央区朝堂

院の中軸上に展開する大嘗宮以後の掘立柱建物群が見つ

かったことで、中央区朝堂院の利用形態の具体的な様相

が鮮明に示された。称徳天皇の大嘗宮の発見は、称徳天

皇の西宮の位置比定を考える上で重要な手がかりとな

る。称徳天皇の西宮は、第一次大極殿の跡地に設けられ

た宮殿とする説が有力であるが、内裏の建物群をこれに

あてる説もあった。しかし、称徳天皇の大嘗宮が第一次

大極殿の南に位置する中央区朝堂院に展開することか

ら、西宮が第一次大極殿院の跡地に設けられた宮殿であ

ることがほぼ確定し、また中宮院の比定についても東区

の可能性が一層高まった。

　一方、朝堂院の中軸線上に展開する掘立柱建物群（SB

18661・SB18663・SB18664)は称徳天皇の大嘗祭がおこな

われた天平神護１年(765) 11月より後の時期のもので、

規模からみて仮設の施設とは考えにくい。称徳天皇の西

宮、あるいは平城太上天皇の西宮に関連する施設の可能

性が考えられ、称徳天皇の西宮との関係でいえば、『続

日本紀』にみえながらいまだ位置の明らかでない道鏡の

法王宮も候補の一ったり得るだろう。ただし、その時期

を決める手がかりは得られていない。　　　（渡辺晃宏）

　　称徳天皇の大嘗宮と廻立殿

　今回の称徳天皇の大嘗宮悠紀院の規模と構造は、東区

朝堂院の朝庭で確認したＡ～Ｃ期の大嘗宮と基本的な違

いはなく、『儀式』から復原できる大嘗宮とも合致し、む

しろ極めて高い計画性を持つことが明らかとなった。

　こうした大嘗宮の北側にはSB18660が位置し、『儀式』

によって知られる廻立殿にあたる可能性がある。しかし

　『儀式』から復原できる廻立殿が、桁行５間、梁行２間

の東西棟であるのに比べて、SB 18660はかなり大規模で

あり、このため今回新たに見つかった朝堂院中軸に展開

する掘立柱建物群と関連する可能性もある。 SB18660を

廻立殿に比定できるかどうかはなお検討を要する。

　一方、東区朝堂院のＡ期で大嘗宮の廻立殿に比定した

建物は桁行４間、梁行１間（桁行柱間10尺、梁行22尺）の東

西棟建物で、これも『儀式』から復原できる廻立殿と規

模が異なる。また東区朝堂院で確認した他の時期の大嘗

宮については廻立殿に比定できる建物を確認できていな

い。したがって廻立殿の存在形態の確認が奈良時代の大

嘗宮について残された課題である。

　　大嘗祭以後の掘立柱建物群

　中央区朝堂院の中軸上に展開しているSB 18661 ・SB

18663 ・SB18664は整然とした正殿、前殿、脇殿の配置を

とる可能性が高い。また検出した柱列はこれらを取り囲

む区画施設に推定でき、この東限とみられるSA18666が

調査区外の南に延びることから考えて、区画はさらに南

へ広がると想定できる。さらに北限の区画施設とみられ

るSA18665は朝堂の第一堂の北妻と柱筋を揃える位置に

あるが、SB18660が廻立殿ではなく、今回見つかった大

嘗祭以後の掘立柱建物群と関連するとすれば、その間に

区画施設は存在するものの、区画はさらに北側へも展開

する可能性がある。

　こうして中央区朝堂院の朝庭に、区画施設をともな

い、整然とした配置をもつ掘立柱建物群の存在がはじめ

て明らかになったが、その全貌と時期や性格の解明につ

いては課題が残された。いずれにしても中央区朝堂院の

中軸に位置する極めて特殊な建物群であり、また正殿と

みられるSB18661周辺に存在する多数の柱穴群SX18662

とあわせて、その解明は奈良時代後半の中央区朝堂院の

利用形態や機能を考える上で重要な課題となった。今後

の周辺の調査が期待される。　　　　　　　　　（清永）
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